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研究成果の概要（和文）：本研究により，日本の小学校･中学校･高校が，アジア･アフリカの学

校と連携し，互いの教員が相互に訪問し，自然環境教育の題材に関する授業実践を通して，互

いの自然環境･文化の違いや類似点，児童・生徒の自然環境に対する認識，学校間の連携のあり

方を追究した。4 年間に 50 人以上の相互訪問を実現し，互いに授業実践や研究協議を行った。

互恵となる連携のモデルを構築できた。 
 
研究成果の概要（英文）：This research carried out the collaboration of Japanese primary, 
junior high, senior high schools with Asian and African schools through the mutual visits to 
teach lessons on natural environmental education.  The participants (teachers) of this 
research have investigated the differences and similarities of each natural environment 
and culture, children’s thoughts on natural environment, and the appropriateness of 
collaboration among schools.  The collaboration model with mutual benefits has been 
established. 
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１．研究開始当初の背景 
我々はこれまで科研費により 4 年間日本･ア
ジア･アフリカの学校間の連携により，授業
実践のための相互訪問により交流を深めて
きた。これをさらに継続可能な連携のための

ネットワーク構築を行うため，本研究課題を
申請した。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、アジア・アフリカ・日
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本の小・中・高等学校間の連携ならびに
それぞれの国の教員養成大学の連携を基
盤とし，（1）それぞれの国・地域の自然
環境の調査研究を理科・社会・総合学習
（環境・国際理解）に導入すること，（2）
特に自然の持つ自浄作用や環境修復力を
題材とした教材を開発すること、（3）そ
うした教材を用いた教育実践を通じて、
アジア・アフリカ・日本の児童・生徒が，
自然の持つ巧妙なバランス・神秘を自ら
発見し，自然に対する畏敬の念とともに、
自然を保全しながら生きていくためのル
ールを作ることができる力を養うことに
ある。この目的に沿う環境教育プログラ
ム（単元・モジュール）をアジア・アフ
リカの大学研究者と共同開発し，アジ
ア・アフリカ・日本の小・中・高等学校
に授業実践として導入する。授業実践を
通した調査により、児童・生徒・教員間
でデータの共有や比較研究を協同して行
ない，国際的な視野を持つ環境教育の新
たなネットワークを構築することを目指
した。   
 
３．研究の方法 
 
４．研究成果 
（１）自然環境教育教材の開発や研究を
行い，その成果を日本環境教育学会，日
本理科教育学会，日本科学教育学会で発
表した。また，（２）期間を通し，国内の
連携学校教員との研究協議をふまえ，イ
ンドネシアの国立マラン大学とマラン市
内の小学校，中学校，高校との環境教育
ネットワークを利用して日本から 10 名
の教員や学生がインドネシアマラン市内
で自然環境教育に関する授業実践を通し
た共同研究や日本の学校との連携を協議
した。（３）同様にガーナにおいてアクラ
教育大学と共同研究を行った。（４）また
カンボジア国立教育大学との共同研究も
行い，授業実践を行った。科研費はほと
んどが旅費として使った。これは連携の
ためのネットワークをしっかり作ること
並びに自然環境教育教材のアジア・アフ
リカの学校での有用性の検証のためであ
り，得られた結果は我々が学校の連携可
能な自然環境教育教材と考えている教材
群がインドネシア，ガーナ，カンボジア
の小学生，中学生，高校生，大学生に対
して大変有効であるというものであった。
より深まりのある連携を日本の学校とア
ジア・アフリカの学校間で行うことがで
きた。 
 新規に開発した環境教育教材としては，
合成洗剤の pH の変化による挙動，インド                            
ネシアのゴムについての活動，土壌の吸

着作用，簡易冷却剤の作成，腐食した銅
や鉄量の測定，などの新しい環境教育教
材を開発した。 
 特に土の黒さと有機物量の関係を小学
校，中学校，高校レベルそれぞれの段階
で扱えるよう教材開発を行い，多数の国
内，国外の土について一般化を行った。 
土壌の腐植の進み具合についても着目し，
土壌の方を推定したり，錯形成能につい
ても明らかにした。河川の堆積物に付着
した微生物の働き，海岸の暦に付着した
微生物の働き，水草や浮き草の役割など
を総合的に明らかにし，国内外のデータ
収集できた。これらを総合すると自然の
営みについて学校段階に併せて提示でき
る総合的な教材となることも示した。日
本の学校での実践，アジア・アフリカの
学校での実践とお互いに結果の共有をす
ることができた。これまでの学校の連携
を核にさらにネットワークを拡大させ，
人的交流にも深まりが見られ，ネットワ
ークの質的な深化がさらに進んだ。 
 インドネシア マラン市内およびカンボジ

ア プノンペン市内の小学校，中学校，高等

学校，岡山県，愛媛県，大阪府の学校間の自

然環境教育の連携に関する研究を実施した。

さらに12月末にインドネシアマラン大学にお

いて，本研究の成果に関わるシンポジウムを

開催した。 

 具体的には，小学校で，空気の性質しらべ

，中学校における森の働き（森林土壌による

フルボ酸鉄の生成とその検出），高校におけ

る鉄分の抽出，電気伝導性プラスチックや蛍

光物質などの物作りなどをテーマに授業実践

をインドネシアやカンボジアで実施した。一

方，岡山県の小学校，中学校，高校でガーナ

，ナミビア，エチオピア，南アフリカ，イン

ドネシア，カンボジアの教員が水溶液の見分

け方や，季節と天体の動き，食べ物中のアル

カリ分の測定など授業実践を行った。 

日本，アジア，アフリカの自然環境を題材に

した環境教育授業の交流を通し，相互の自然

環境にたいした興味関心を高めるカリキュラ

ムや人的交流拠点を作ることができた。以上

について12月末にインドネシアで関係者によ

る成果について，南アフリカ，インドネシア

，日本の大学研究者によるシンポジウムを開

催した。また成果については報告書に授業案

，授業実践報告をまとめた。このまとめの中

で授業に関わった児童や生徒に自然環境に関

する興味関心を高める授業のあり方について

多数の実践事例を蓄積することができた。 

今後の交流についても継続して行うことが
確認できた。 
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